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明日に備えて
かしこい防災 備えることと蓄えること。

非常持出し品を今すぐ準備しよう。

たくわ

日頃から非常持出し品・備蓄品を
用意しておきましょう。（水・食料は7日分）
●非常持出し品は、家族構成に合わせて必要なものを、必要な分量

だけ用意しましょう。「わが家の非常持出し品リスト」をつくっておき

ましょう。

●備蓄品は食べた分を補充しながら日常的に備蓄（ローリングストック）

することで、消費期限切れなどにならないよう無駄なく備えましょう。

●非常持出し品は非常持出し袋に入れ、いつでも持ち出せる場所に

置いておきましょう。

●備蓄しておくものは、後で取り出すものと、そうでないものを分けて

おきましょう。

　排せつは我慢できません。大規模災害直後は浄化槽や
下水道が使えなくなることもあります。各家庭でも携帯ト
イレや簡易トイレを備蓄しましょう。トイレの平均使用回数
は1人１日５回。１週間では１人35回分が必要になります。

携帯トイレ…既存の洋式便器につけて使用する
　　　　　 便袋タイプ。
　　　　　 吸水シートや凝固剤で水分を安定化させます。
簡易トイレ…組立て式便器に便袋をつけて使用。
　　　　　 吸水シートや凝固剤で水分を安定化させます。

●非常持出し品・備蓄品に
　関する問合せ先 TEL.0538-86-3701

トイレが使えないと、その後にいろいろな支障をきたします。

非
常
持
出
袋

トイレ機能の悪化（臭い・汚い・怖い など）

飲まない・食べない

体力・免疫力の低下

エコノミークラス症候群などの健康障害
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（1人1日5回分を目安に
用意しましょう）

携帯トイレ
簡易トイレ

手指消毒用アルコール

非常持出し品・備蓄品チェックリスト

●用意するときのポイント
▶非常持ち出し品は、両手が使えるリュックタイプの袋などに
まとめておきましょう。 

▶避難の妨げにならないよう、軽くコンパクトにまとめましょう。 
▶自分に必要なものの優先順位を決めて準備しましょう。
▶定期的に中身をチェックしましょう。

袋井市では、液状化や津波など、各災害ごとのハザードマップ等を集約した「防災ガイドブック」を作成
しております。
1冊で災害に関する知識や対策・対応方法などを広く学べる内容となっていますので、防災対策にお役
立てください。

！

袋井市　防災ガイドブック
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日本赤十字社東京都支部作成「非常時の持出し品・備蓄品チェックリスト」参照


